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９月１日（金）苦難もまたよし 

 わが国では、毎年、台風や集中豪雨で大きな水害を受け

るところが少なくない。しかし、これまでの例からみると、

大雨が降って川があふれ、町が流れてもうダメかといえば、

必ずしもそうではない。数年もたてば被害を受けなかった

町よりも、かえってきれいになり、繁栄していることがし

ばしばある。 

 もちろん、災難や苦難はないに越したことはないが、思

わぬときに思わぬことが起こってくる。だから苦難がくれ

ばそれもよし、順調ならばさらによし、という心づもりを

常に持ち、安易に流れず凡に堕さず、人一倍の知恵をしぼ

り、人一倍の働きを積み重ねてゆくことが大切だと思う。 

 

９月２日（土）経営のコツをつかむ 

多くの会社の中には、非常にうまくいっているところも

あれば、反対に行き詰まるようなところもある。うまくい

っているところは従業員がみな優秀で、行き詰まるところ

はその反対かといえば決してそうではない。結局、そこに

経営があるかないか、言いかえれば経営者が経営のコツを

つかんでいるかどうかによって、そうした違いが生じてく

るのだろう。その証拠に、経営者一人が代わることで、倒

産寸前の会社が隆々と発展した例はいくらでもある。 

 経営のない会社は、いわば頭のない人間のようなもので

ある。経営者が経営のコツをつかんでいる会社は力強く繁

栄発展していくと思うのである。 

 

９月３日（日）お得意を広げるには 

 自分の店のお得意さんが、他の人に「自分はいつもあの

店で買うのだが非常に親切だ。サービスも行き届いている

ので感心している」と話されたとしたら、その人も「君が

そう言うのなら間違いないだろう。私もその店に行ってみ

よう」ということになりましょう。その結果、お店として

は、みずから求めずして、お得意さんを一人増やす道が開

けるということになるわけです。 

 そうしたことを考えてみますと、日ごろ商売をしていく

上で、お得意さんを増やす努力を重ねることはもちろん大

切ですが、現在のお得意さんを大事に守っていくことも、

それに劣らず大切なことではないかと思うのです。 そう

いうことから、みずからの職責を自覚し、全身全霊を打ち

込むという心がけだけは、お互いにおろそかにしたくない

と思うのである。 

 

９月４日（月）サラリーマンは独立経営者 

 サラリーマンの中には、自分は所詮雇われて働いている

のだから、自分の仕事に打ち込み、生き甲斐を感ずるとい

うまでにはなかなかなれないという人があるかもしれな

い。そういう場合、私は次のように考えたらどうかと思う。 

 それは、一つの会社の社員であっても、自分でその職業

を選んだからには、“自分は社員稼業という一つの独立経

営者である”という信念を持って仕事をするということで

ある。言いかえれば、独立経営者が十人あるいは百人、千

人と集まって、一つの会社をつくり事業をしているのだ、

と考えるのである。そうすることによって仕事に張り合い

も出てき、面白味も加わってくるのではないだろうか。 

 

９月５日（火）やさしい心 

あの人はどことなく豊かな、感じのいい人であるという

場合、それはその人の心が、その人の動作ににじみでてい

るからだと思います。これは非常に大事なことだと思いま

す。 ことに私は、女性の尊さというものは、やはり親切

な心の表われているところにこそ、ほんとうの尊さという

ものがあるのではないか、という感じがします。ただ強い

ばかりではいけません。賢いばかりでもいけません。賢い、

強いということも、もちろん大切ですが、それ以上に大事

なことは、心のやさしさなのです。これはすべてのものを

とかすとでもいうほどの力があるのではないでしょうか。

その力を失ってはならないと思うのです。 

 

 

９月６日（水）自然を生かす 

自然はそれ自体のために存在しているという見方があ

る。しかし、もっと大きな観点に立って考えてみると、自

然は人間の共同生活に役立つために存在しているのだと

考えることもできるのではなかろうか。そう考えてみれば、

自然を人間の共同生活の上に正しく活用していくことは、

人間にとって当然なすべきことだとも言える。 

むろん、単に意欲をたくましくして自然を破壊すること

はあってはならない。自然を十破壊して、そこから八の価

値しか生み出さないというのではいけないが、十二の価値

を生むならば、むしろ積極的に自然を活用していったらい

いと思うのである。なかなか養われるものではないと思う

のである。 

 

９月７日（木）徳性を養う 

人間が人間を動かすことは、なかなか容易ではない。力

で、あるいは理論で動かすことも、できないことではない。

しかしそれでは何をやっても大きな成功は収められまい。

やはり何といっても大事なのは、徳をもっていわゆる心服

させるということだと思う。指導者に人から慕われるよう

な徳があってはじめて、指導者の持つ権力その他もろもろ

の力も生きてくる。 

 だから、指導者はつとめてみずからの徳性を高めなくて

はならない。力を行使しつつも、反対する者、敵対する者

をみずからに同化せしめるような徳性を養うため、常に相

手の心持をくみとり、自分の心をみがき高めることを怠っ

てはならないと思う。 


